
地域支援センター

「ゆめここ」

１１月１日（火）に、令和４年度たむら支援学校特別支援教育セミナーを実施し
ました。茨城大学教育学部教授 新井英靖 氏 を講師としてお招きし、『資質・能力
を育む各教科の授業づくり～学習評価の充実に向けて』というテーマで御講演いた
だきました。その中で、評価規準や評価基準をふまえた学習評価の方法などについ
て理解を深めることができました。内容の一部を以下のように整理しましたので、
ご確認ください。

〇 学習指導要領の「目標」や「内容」をもとに「評価規準」「評価基準」を考える。
〇 授業の中で、「目標」の達成につながるような具体的な子どもの様子を評価する。
○ 各授業で設定された複数の「評価基準」を段階的に達成していくことで、「評価規
準」の達成につながる。

＜評価規準と評価基準＞
評価規準とは、単元の目標が大まかに達成で

きたかどうかを記したものであり、単元や学期
を通して身につけていくことを目指すもの。

評価基準とは、本時の授業のなかで具体的に
どの場面で、どのように評価するのかを記した
もので、授業で「できる」ようになることを目
指すもの。

学習評価の充実に向けて

単元の目標が大まかに達成で
きたかどうかを記したもの。
（「単元の目標」に続けて記す）

本時の授業のなかで具体的に
どの場面で、どのように評価す
るのかを記したもの。
（「支援上の留意点」に記す）

評価規準

評価基準

単元の目標

本時の目標

「評価規準」と「評価基準」の違い

生活単元学習の「評価規準」は？
「評価基準」だけが独立して設定されるのか？

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等

（各教科等編，p82の「内容」から抜粋）

●自分の好きなキャラ
クターや動物、乗り物
を選ぶことができたか

伝えたいことを思い浮かべ，身振り
や音声などで表すことができたか

（各教科等編，p85からの抜粋）

評価規準（例） （ 「聞くこと・話すこと」／小学部1段階）

評価基準（例）

写真コメン
テーターに
なろう

楽しかった
遠足の思い
出を話そう

身近な人の話し掛けに慣れ，
言葉が事物の内容を表してい
ることを感じることができたか

●自分で選んだ物の特
徴を言葉や身振りで表
現することができたか

●遠足の写真を見て、
行った場所や誰と行っ
たかを指さすことがで
きたか

●遠足で楽しかった活
動を思い出して，その
時の活動を身振り等で
再現しようとしたか

評価基準（例）学習単元

学習単元に応じた評価基準の設定

小学部 国語科の例より
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●写真から楽しいと思ったこ
とを一つ選ぶなど，手掛かり
を用いて思い浮かべ，指さし
で伝えたり話したりすることが
できたか。

●伝えたいことを思い浮かべ，
身振りや音声などで表すこと
ができたか。

評価規準 評価基準

単元／学期を通して、身につけ
ることを目指す
（特別支援学校学習指導要領各教科
等編，p85 「思考力、判断力、表現力

等」の「聞くこと・話すこと」の目標か
ら）

単元計画⇒目標 授業計画⇒目標

授業で「できる」ようになることを
目指す
（特別支援学校学習指導要領各教科
等編，p85 「思考力、判断力、表現力

等」の「聞くこと・話すこと」の目標のあ
とに記述されている解説内容から）

学習指導要領に準拠した「評価」
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本校で使用している「クラスシート・プラン」や「クラスシート・チェック」を活用することで
毎時間の授業で何を意識して授業を行うべきかが整理でき、各単元ごとに各教科等の資質・能力を
育む授業を展開することができます。そして、児童生徒の学びの姿に向き合うことで、一人一人の
学習評価や単元評価の充実につなげていくことができます。児童生徒一人一人の各教科等の目標達
成につながる姿を評価し蓄積していくことで、よりよい授業づくりを目指していきましょう。

〇単元の目標の文末を「～してい
る」と変換することで、評価規準
になります。
（『学習評価参考資料』文部科学省より）

〇クラスシート・チェックを活用
することで、「知識・技能」「思
考・判断・表現」「主体的に学習
に取り組む態度」の３観点に沿っ
て評価することができます。

〇児童生徒一人一人について、単
元のまとまりを通して、評価基準
をふまえた評価を蓄積していくこ
とで、単元を通してどのようなこ
とを学んだのか、どんなことが課
題だったのかを整理していくこと
ができます。

〇児童生徒一人一人について単元
評価を行っているので、個別の指
導計画や要録等の評価にも生かす
ことができます。

〇『次時への課題、授業改善に向けたアイディア』では、単
元評価をもとに、児童生徒の学びの姿はどうであったか、そ
れをふまえてどのような授業展開が必要であったかなど検討
し、次の単元でどのような授業を行っていくべきか、という
ことを整理することができます。

単元目標・単元計画の設定 ～クラスシート・プランの活用～

評価規準をふまえた単元評価 ～クラスシート・チェックの活用～

〇学習指導要領各教科の「内容」
等をもとに、「知識及び技能」
「思考力・判断力、表現力等」
「学びに向かう力人間性等」に
そって単元の目標を設定していき
ます。

〇「主体的・対話的で深い学び」
の視点をふまえて単元計画を具体
的にしていくことで、単元の目標
に迫る段階的な目標や学習内容が
明確になります。

たむら支援学校では、校内研修を中心に『クラスシート』を活用して、以下のように単
元評価を行い授業づくりに取り組んでいます。新井先生の講演内容をふまえて、たむら支
援学校での取り組みについて整理しました。 ＊活用上の都合、クラスシートの様式を一部変更しています。
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